
(57)【要約】

【課題】　熱交換効率を良好に維持しつつ、信頼性に優

れた熱交換器及びそれを用いたヒートポンプ式給湯装置

を提供することを目的としている。

【解決手段】　熱交換器１は、第１流体が流れる第１流

路２Ａを内部に有する細管状の第１伝熱管２と、第２流

体が流れる第２流路３Ａを内部に有する中空偏平状の第

２伝熱管３とを備えている。この第２伝熱管３は螺旋状

或いは渦巻き状に巻回される構成を有し、第１伝熱管２

は複数本が互いに並び置かれて、中空偏平状の第２伝熱

管３、３の間に熱伝導関係に挟まれて配置され、かつ、

第２伝熱管３と同材質にて形成された構成である。また

、この構成をヒートポンプ式給湯装置に応用している。

　【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 流 体 が 流 れ る 第 １ 流 路 を 内 部 に 有 す る 細 管 状 の 第 １ 伝 熱 管 と 、 第 ２ 流 体 が 流 れ る 第
２ 流 路 を 内 部 に 有 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 と を 備 え 、 こ の 第 ２ 伝 熱 管 は 螺 旋 状 或 い は
渦 巻 き 状 に 巻 回 さ れ る 構 成 を 有 し 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 は 複 数 本 が 互 い に 並 び 置 か れ て 、 前 記
中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 の 間 に 熱 伝 導 関 係 に 挟 ま れ て 配 置 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ２ 伝 熱 管 と
同 材 質 に て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 と 第 ２ 伝 熱 管 と は 、 ロ ウ 付 け 処 理 で 一 体 的 に 結 合 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ロ ウ 付 け 処 理 の ロ ウ 材 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 伝 熱 管 と 同 材 質 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も 圧 縮 機 、 放 熱 器 、 膨 張 弁 、 蒸 発 器 か ら 構 成 さ れ る ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 を 備 え 、
前 記 放 熱 器 と し て 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 を 用 い 、 か つ 、 第 １ 流 体 と
し て の 冷 媒 で 第 ２ 流 体 と し て の 水 を 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ 流 体 と し て の 冷 媒 が 二 酸 化 炭 素 を 含 む 自 然 冷 媒 で あ り 、 こ の 自 然 冷 媒 の 高 圧 を 臨 界
圧 力 以 上 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 熱 交 換 器 お よ び そ れ を 用 い た ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ヒ ー ト ポ
ン プ 回 路 を 用 い て 温 水 を 生 成 す る 給 湯 装 置 や 給 湯 暖 房 装 置 な ど に 利 用 さ れ る 冷 媒 対 水 熱 交
換 器 の よ う に 、 異 な る 種 類 の 流 体 間 で 熱 交 換 を 行 う 熱 交 換 器 お よ び そ れ を 用 い た ヒ ー ト ポ
ン プ 式 給 湯 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 熱 交 換 器 と し て は 、 図 ５ に 示 す よ う な 熱 交 換 器 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の
従 来 構 成 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 熱 交 換 器 ５ ０ は 、 例 え ば 、 二 酸 化 炭 素 冷 媒 の 凝 縮 熱 等 を 利 用 し て 給 湯 水 の 加 熱 を 行 う い
わ ゆ る ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 に 利 用 さ れ る も の で あ る 。 そ し て 、 内 部 に 冷 媒 が 流 れ る 複
数 の 第 １ 流 路 が 並 設 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 製 の 第 １ 伝 熱 管 ５ １ と 、 内 部 に 給 湯 用 の 水 が 流 れ
る 第 ２ 流 路 が 形 成 さ れ た 中 空 偏 平 状 で 銅 製 の 第 ２ 伝 熱 管 ５ ２ と が 、 互 い に 交 互 と な る よ う
に 重 ね る と 共 に 螺 旋 状 に 巻 い て 構 成 し た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ２ ６ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 次 の よ う な 課 題 が あ っ た 。 例 え ば 、 第 １ 伝 熱 管 と
、 第 ２ 伝 熱 管 の 材 質 が 異 な る た め 、 ロ ウ 付 け で 一 体 的 に 結 合 さ せ る の に 難 点 が あ る 。 即 ち
、 ロ ウ 付 け で は 、 両 伝 熱 管 の ロ ウ 付 け 結 合 が 良 好 に 行 え な い 。 ま た 、 両 伝 熱 管 を 単 に 接 触
さ せ た だ け で は 、 伝 熱 性 に 劣 る も の で あ る 。 さ ら に ま た 、 両 伝 熱 管 が 異 種 金 属 で あ り 、 電
触 腐 食 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る と い う 観 点 か ら 、 第 １ 伝 熱 管 の 表 面 に 第 ２ 伝 熱 管 と 同 材 質
の 表 面 処 理 を 施 こ す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 信 頼 性
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に 優 れ た 熱 交 換 器 及 び そ れ を 用 い た ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て
い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 の 熱 交 換 器 は 、 第 １ 流 体 が
流 れ る 第 １ 流 路 を 内 部 に 有 す る 細 管 状 の 第 １ 伝 熱 管 と 、 第 ２ 流 体 が 流 れ る 第 ２ 流 路 を 内 部
に 有 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 と を 備 え 、 こ の 第 ２ 伝 熱 管 は 螺 旋 状 或 い は 渦 巻 き 状 に 巻
回 さ れ る 構 成 を 有 し 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 は 複 数 本 が 互 い に 並 び 置 か れ て 、 前 記 中 空 偏 平 状 の
第 ２ 伝 熱 管 の 間 に 熱 伝 導 関 係 に 挟 ま れ て 配 置 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ２ 伝 熱 管 と 同 材 質 に て 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 の 熱 交 換 器 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 複 数
本 の 第 １ 伝 熱 管 と 第 ２ 伝 熱 管 と は 、 ロ ウ 付 け 処 理 で 一 体 的 に 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 の 熱 交 換 器 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 熱 交 換 器 に お い て 、 ロ ウ 付 け
処 理 の ロ ウ 材 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 伝 熱 管 と 同 材 質 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 の ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 は 、 少 な く と も 圧 縮 機 、 放 熱 器 、 膨
張 弁 、 蒸 発 器 か ら 構 成 さ れ る ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 を 備 え 、 前 記 放 熱 器 と し て 請 求 項 １ ～ ３ の
何 れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交 換 器 を 用 い 、 か つ 、 第 １ 流 体 と し て の 冷 媒 で 第 ２ 流 体 と し て の 水
を 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 の ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ヒ ー ト ポ ン プ
式 給 湯 装 置 に お い て 、 第 １ 流 体 と し て の 冷 媒 が 二 酸 化 炭 素 を 含 む 自 然 冷 媒 で あ り 、 こ の 自
然 冷 媒 の 高 圧 を 臨 界 圧 力 以 上 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 流 体 が 流 れ る 第 １ 流 路 を 内 部 に 有 す る 細 管 状 の
第 １ 伝 熱 管 と 、 第 ２ 流 体 が 流 れ る 第 ２ 流 路 を 内 部 に 有 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 と を 備
え 、 こ の 第 ２ 伝 熱 管 は 螺 旋 状 或 い は 渦 巻 き 状 に 巻 回 さ れ る 構 成 を 有 し 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 は
複 数 本 が 互 い に 並 び 置 か れ て 、 前 記 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 の 間 に 熱 伝 導 関 係 に 挟 ま れ て
配 置 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ２ 伝 熱 管 と 同 一 材 料 に て 形 成 さ れ て い る 構 成 で あ る か ら 、 ロ ウ 付
け に よ る 一 体 的 な 結 合 が 良 好 に 行 え る と 共 に 、 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 の 高 熱 が 、 第 ２ 伝 熱 管
に 流 れ る 被 熱 交 換 流 体 に 効 率 よ く 伝 熱 さ れ 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 で き る 上 、 電 触 腐 食
に 対 す る 対 策 が 不 要 で 、 信 頼 性 に 優 れ た 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 信 頼 性 に 優 れ た 本 発 明 の 熱 交 換 器 を 用 い る こ と
に よ り 、 ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 装 置 の 高 効 率 化 と 信 頼 性 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 信 頼 性 に 優 れ た 熱 交 換 器 を
提 供 す る と い う 目 的 を 、 第 １ 流 体 が 流 れ る 第 １ 流 路 を 内 部 に 有 す る 細 管 状 の 第 １ 伝 熱 管 と
、 第 ２ 流 体 が 流 れ る 第 ２ 流 路 を 内 部 に 有 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 と を 備 え 、 こ の 第 ２
伝 熱 管 は 螺 旋 状 或 い は 渦 巻 き 状 に 巻 回 さ れ る 構 成 を 有 し 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 は 複 数 本 が 互 い
に 並 び 置 か れ て 、 前 記 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 の 間 に 熱 伝 導 関 係 に 挟 ま れ て 配 置 さ れ 、 か
つ 、 前 記 第 ２ 伝 熱 管 と 同 材 質 に て 形 成 す る こ と で 実 現 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 冷 媒 に よ り 水 を 加 熱 す る ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 で あ り 、 請
求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 熱 交 換 器 を 、 少 な く と も 圧 縮 機 、 放 熱 器 、 膨 張 弁 、 蒸 発 器 か ら 構 成 さ
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れ る ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 を 備 え 、 前 記 放 熱 器 と し て 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 熱 交
換 器 を 用 い 、 か つ 、 第 １ 流 体 と し て の 冷 媒 で 第 ２ 流 体 と し て の 水 を 加 熱 す る も の で あ り 、
熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 信 頼 性 に 優 れ た 本 実 施 例 の 熱 交 換 器 を 用 い る こ と に よ り
、 ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 装 置 全 体 の 高 効 率 化 と 信 頼 性 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実
施 例 １ に お け る 熱 交 換 器 の 側 面 図 、 図 ２ は そ の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 １ は 熱 交 換 器 で あ り 、 こ の 熱 交 換 器 １ は 第 １ 流 体 （ 例 え ば 、
高 温 高 圧 の 冷 媒 ） が 流 れ る 第 １ 流 路 ２ Ａ を そ れ ぞ れ 内 部 に 有 す る 複 数 本 （ 実 施 例 で は ３ 本
） の 細 管 状 の 第 １ 伝 熱 管 ２ 、 ２ 、 ２ と 、 第 ２ 流 体 （ 例 え ば 、 低 温 低 圧 の 水 ） が 流 れ る 第 ２
流 路 ３ Ａ を 内 部 に 有 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ と を 備 え 、 こ の 第 ２ 伝 熱 管 ３ と 複 数 本
（ 実 施 例 で は ３ 本 ） の 細 管 状 の 第 １ 伝 熱 管 ２ 、 ２ 、 ２ と は 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ る 構 成 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ 伝 熱 管 ２ は 、 複 数 本 が 互 い に 接 す る 状 態 で 横 並 び に 置 か れ て 、 上 に あ る 中 空 偏
平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ と 下 に あ る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ の 間 に 熱 伝 導 関 係 に 挟 ま れ て 配
置 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 記 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 外 径
寸 法 Ｄ が 約 ４ ～ ７ ｍ ｍ の 銅 パ イ プ の 細 管 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 ２ 伝 熱 管 ３ は 、 そ れ の 外 径 寸 法 が 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 ２ の 外 径 寸 法 Ｄ よ り も 約 ２ ～
４ 倍 の 大 径 の 銅 パ イ プ を 中 空 偏 平 状 に 変 形 加 工 し た も の で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記
横 並 び に 置 か れ た 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 ２ が 、 こ の 第 ２ 伝 熱 管 ３ の 横 幅 寸 法 Ｓ 内 に 収 ま る よ
う に な っ て い る
　 ま た 、 前 記 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 ２ と 、 第 ２ 伝 熱 管 ３ と は 、 銅 ロ ウ 材 を 用 い た 銅 ロ ウ 付 け
処 理 で 一 体 的 に 結 合 さ れ て い る 。 ５ が そ の 銅 ロ ウ 付 け 処 理 に よ っ て 形 成 さ れ た ロ ウ 材 処 理
膜 を 示 し て い る 。 こ の ロ ウ 材 処 理 膜 ５ の 材 質 は 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 ２ 及 び 第 ２ 伝 熱 管 ３ と 同
材 質 の 銅 を 主 成 分 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 第 １ 流 体 （ 例 え ば 、 二 酸 化 炭 素 冷 媒 ） が 流 れ る 第 １ 流 路 ２ Ａ は 、 分 岐 具 ６ 及 び 合 流
具 ７ を 介 し て 互 い に 連 通 し て お り 、 後 述 の ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 １ ５ の 冷 媒 流 路 Ｒ に 対 し て 並
列 接 続 さ れ た 複 数 経 路 の 流 体 流 路 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 熱 交 換 器 １ に つ い て 、 以 下 そ の 作 用 を 説 明 す る と 、 複 数 本 の 第
１ 伝 熱 管 ２ 及 び １ 本 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ に お い て 、 第 １ 流 路 ２ Ａ に は 高 圧 側 の 第 １ 流 体 を 、 第
２ 流 路 ３ Ａ に は 低 圧 側 の 第 ２ 流 体 を そ れ ぞ れ 流 通 さ せ る 。 そ し て 、 熱 交 換 器 １ を 、 図 ３ に
示 す よ う な 、 圧 縮 冷 媒 の 凝 縮 熱 や 顕 熱 等 を 利 用 し て 給 湯 水 の 加 熱 を 行 う ヒ ー ト ポ ン プ 式 給
湯 装 置 の 冷 媒 対 水 熱 交 換 器 に 利 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 例 え ば 、 高 圧 の 第 １ 流 体 は 、 例 え ば 、 ２ 段 圧 縮 機 な ど 圧 縮 機 か ら 送 ら れ る 二 酸
化 炭 素 を 含 む 自 然 冷 媒 で あ り 、 低 圧 の 第 ２ 流 体 は 給 湯 用 の 水 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 し た ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 機 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 般 に 、 圧 縮 機 １ ０ 、 放 熱 器 と し
て の 熱 交 換 器 １ 、 膨 張 弁 １ １ 、 キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ １ ２ 、 １ ２ 、 大 気 熱 等 を 集 熱 す る 蒸 発
器 １ ３ 及 び ア キ ュ ー ム レ ー タ １ ４ な ど を 順 次 接 続 し た ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 １ ５ と 、 貯 湯 タ ン
ク １ ６ 、 水 循 環 ポ ン プ １ ７ 及 び 前 記 し た 熱 交 換 器 １ を 順 次 接 続 し た 貯 湯 回 路 １ ８ と か ら 構
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 ２ ０ Ａ は 前 記 熱 交 換 器 １ を パ イ パ ス す る パ イ パ ス 回 路 ２ ０ の 途 中 に 設 け ら れ た パ
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イ パ ス 開 閉 弁 で あ り 、 こ の 開 閉 弁 ２ ０ Ａ は 電 磁 開 閉 弁 に て 構 成 さ れ 、 前 記 蒸 発 器 １ ３ の 除
霜 運 転 時 に 開 動 作 さ れ て 圧 縮 機 １ ０ か ら 吐 出 す る 高 温 高 圧 の ガ ス 冷 媒 の 一 部 を 、 直 接 、 蒸
発 器 １ ３ へ 流 し て 、 除 霜 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 に よ っ て 給 湯 水 の 加 熱 を 行 う 場 合 、 ま ず 、 蒸 発 器 １
３ に お い て 、 送 風 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） に よ り 大 気 熱 を 集 熱 し 、 そ の 蒸 発 器 １ ３ の 内 部 を 流
れ る 冷 媒 を 蒸 発 ガ ス 化 さ せ る 。 こ の 冷 媒 は ア キ ュ ー ム レ ー タ １ ４ を 介 し て 圧 縮 機 １ ０ に 吸
引 さ れ 、 ２ 段 圧 縮 さ れ て 、 高 温 高 圧 の 冷 媒 と し て 熱 交 換 器 １ ０ の 上 流 で 複 数 に 並 列 分 流 さ
れ て 第 １ 流 路 ２ Ａ 、 ２ Ａ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 貯 湯 タ ン ク １ ６ 下 部 の 給 湯 用 の 水 は 、 水 循 環 ポ ン プ １ ７ の 駆 動 に よ っ て 搬 送 さ れ
、 熱 交 換 器 １ の 第 ２ 流 路 ３ Ａ に 流 入 す る 。 こ の 第 ２ 流 路 ３ Ａ に 流 入 す る 低 温 低 圧 の 水 は 、
冷 媒 の 流 れ と 反 対 方 向 に 流 す （ 対 向 流 に す る ） と 、 熱 交 換 性 能 に 優 れ た も の と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の と き 、 複 数 の 第 １ 流 路 ２ Ａ 、 ２ Ａ を 流 れ る 高 温 高 圧 の 冷 媒 は 、 第 １ 伝 熱 管 ２ 、 ２ を
介 し て 、 そ れ ら の 上 下 に 位 置 す る 第 ２ 流 路 ３ Ａ 、 ３ Ａ を 流 れ る 低 温 低 圧 の 水 と 熱 交 換 を 行
う 。 そ し て 、 低 温 の 給 湯 用 の 水 は 、 第 ２ 流 路 ３ Ａ を 流 れ る 間 に 、 高 温 の 冷 媒 か ら 熱 を 受 け
て 高 温 の 湯 と な り 、 貯 湯 タ ン ク １ ３ 上 部 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 熱 交 換 器 １ で 放 熱 し た 冷 媒 は 、 膨 張 弁 １ １ で 減 圧 さ れ た 後 、 キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ １ ２ 、
１ ２ で 更 に 減 圧 さ れ て 蒸 発 器 １ ３ に 流 入 す る 。 こ の 蒸 発 器 １ ３ に 流 入 し た 冷 媒 は 、 こ こ で
再 び 大 気 熱 か ら 吸 熱 し 、 再 び 圧 縮 機 １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 装 置 に 用 い る 冷 媒 と し て は 、 二 酸 化 炭 素 冷 媒 な ど の 自 然 冷 媒 が 挙
げ ら れ る 。 そ の ほ か に は 、 フ ロ ン 系 冷 媒 、 プ ロ パ ン 、 ブ タ ン 等 の 炭 化 水 素 系 冷 媒 等 が 挙 げ
ら れ る が 、 貯 湯 用 の 水 の 温 度 を 約 ９ ０ ℃ の 高 温 度 に 昇 温 さ せ る に は 、 二 酸 化 炭 素 冷 媒 を 含
む 自 然 冷 媒 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 第 １ 流 体 が 流 れ る 第 １ 流 路 ２ Ａ を 内 部 に 有 す る 細 管 状 の 第 １ 伝 熱 管
２ と 、 第 ２ 流 体 が 流 れ る 第 ２ 流 路 ３ Ａ を 内 部 に 有 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ と を 備 え
、 こ の 第 ２ 伝 熱 管 ３ は 螺 旋 状 に 巻 回 さ れ る 構 成 と し 、 前 記 第 １ 伝 熱 管 ２ 、 ２ 、 ２ は 複 数 本
が 互 い に 横 並 び 置 か れ て 、 上 下 に 位 置 す る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ 、 ３ 間 に 熱 伝 導 関 係
に 挟 ま れ て 配 置 さ れ 、 し か も 、 こ の 第 １ 伝 熱 管 ２ と 第 ２ 伝 熱 管 ３ と を 同 一 材 質 の 銅 で 構 成
す る こ と に よ り 、 両 伝 熱 管 ２ 、 ３ 同 士 を 同 じ 材 質 の 銅 ロ ウ 付 け に よ る 一 体 的 な 結 合 が 良 好
に 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 複 数 の 第 １ 流 路 ２ Ａ を 流 れ る 高 温 高 圧 の 冷 媒 の 高 熱 が 、 第 ２ 流 路 ３ Ａ 、 ３ Ａ に 流
れ る 給 湯 用 の 水 に 効 率 よ く 伝 熱 さ れ 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 で き る 上 、 両 伝 熱 管 ２ 、 ３
が 異 種 金 属 の 際 に 懸 念 さ れ る 電 触 腐 食 へ の 対 応 が 不 要 で あ り 、 信 頼 性 に 優 れ た 熱 交 換 器 １
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 ２ 、 ２ 、 ２ と 第 ２ 伝 熱 管 ３ と は 、 銅 ロ ウ に よ る ロ ウ 付 け 処 理
で 一 体 的 に 結 合 さ れ て い る の で 、 螺 旋 状 に 巻 回 し て 筒 状 と な さ れ た 熱 交 換 器 １ の 上 下 を 、
押 さ え 板 を 用 い て 押 圧 し て 固 定 す る 必 要 が 無 く 、 押 圧 に よ る 両 伝 熱 管 ２ 、 ３ 同 士 の 接 触 に
比 べ て 、 伝 熱 性 も 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ロ ウ 付 け 処 理 の ロ ウ 材 を 前 記 複 数 本 の 第 １ 伝 熱 管 ２ 及 び １ 本 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ と 同
材 質 で 形 成 し た の で 、 ロ ウ 付 け 処 理 に よ る 結 合 強 度 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 更 に 、 本 実 施 例 の 熱 交 換 器 １ を 、 少 な く と も 圧 縮 機 、 放 熱 器 、 膨 張 弁 、 蒸 発 器 か ら 構 成
さ れ る ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 の 放 熱 器 と し て 用 い 、 第 １ 流 体 の 冷 媒 に よ り 第 ２ 流 体 の 水 を 加 熱
す る も の と し 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 信 頼 性 に 優 れ た 本 発 明 の 熱 交 換 器 を 用 い
こ と に よ り 、 ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 機 装 置 の 高 効 率 化 と 信 頼 性 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る
。 　 特 に 第 １ 流 体 と し て の 冷 媒 が 二 酸 化 酸 素 を 含 む 自 然 冷 媒 で あ り 、 こ の 自 然 冷 媒 の 高 圧
を 臨 界 圧 力 以 上 と し て な る も の と す る と 、 熱 交 換 器 １ を 流 れ る 第 １ 流 体 で あ る 冷 媒 は 、 ２
段 圧 の 圧 縮 機 １ ０ で 臨 界 圧 力 以 上 に 加 圧 さ れ る の で 、 第 ２ 流 体 で あ る 水 に よ り 熱 を 奪 わ れ
て 温 度 低 下 し て も 凝 縮 す る こ と が な く 、 熱 交 換 器 １ の 全 領 域 に わ た っ て 冷 媒 と 水 と に 温 度
差 を 形 成 し や す く な り っ て 、 一 層 高 温 度 の 湯 が 得 ら れ 、 か つ 熱 交 換 効 率 も 向 上 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 熱 交 換 器 ３ ０ の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 、 本 実 施 例 の 熱
交 換 器 の 全 体 構 成 と そ の 作 用 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 熱 交 換 器 １ ０ と 略 同 一 で あ る の で
、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 例 ２ が 、 第 実 施 例 １ と 異 な る の は 、 第 １ 流 体 （ 例 え ば 、 高 温 高 圧 の 冷 媒 ） が 流
れ る 第 １ 流 路 ２ Ａ を そ れ ぞ れ 内 部 に 有 す る 複 数 本 （ 実 施 例 で は ３ 本 ） の 細 管 状 の 第 １ 伝 熱
管 ２ 、 ２ 、 ２ と 、 第 ２ 流 体 （ 例 え ば 、 低 温 低 圧 の 水 ） が 流 れ る 第 ２ 流 路 ３ Ａ を 内 部 に 有 す
る 中 空 偏 平 状 の 第 ２ 伝 熱 管 ３ と が 、 平 盤 型 の 渦 巻 き 状 に 巻 回 さ れ る 構 成 を 有 す る 点 で あ る
。 即 ち 、 こ の 実 施 例 ２ の 熱 交 換 器 ３ ０ に お い て は 、 そ れ の 全 体 形 状 が 渦 巻 き 状 を 呈 す る 円
形 平 盤 型 、 或 い は 楕 円 形 平 盤 型 に 成 形 さ れ て 成 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 本 実 施 例 に よ れ ば 、 全 体 形 状 が 平 盤 状 で 平 面 的 と な り 、 熱 交 換 器 の 設 置 の 際 に 、 例
え ば 、 給 湯 装 置 の 外 郭 を 構 成 す る 外 装 体 の 側 壁 や 底 壁 な ど の 壁 面 に 沿 わ せ て 設 置 で き る た
め 、 コ ン パ ク ト な 収 容 が 可 能 な 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 本 発 明 の 各 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 各 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 形 を 行 う こ と
が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 熱 交 換 器 を ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 に 応 用 し
た 例 を 示 し た が 、 温 水 暖 房 機 能 が 付 加 さ れ た ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 暖 房 装 置 に 応 用 す る よ う
に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 熱 交 換 器 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 熱 交 換 器 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 熱 交 換 器 を 用 い た ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 装 置 の 構 成 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 熱 交 換 器 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 熱 交 換 器 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 　 　 熱 交 換 器
　 ２ 　 　 　 第 １ 伝 熱 管
　 ２ Ａ 　 　 第 １ 流 路
　 ３ 　 　 　 第 ２ 伝 熱 管
　 ３ Ａ 　 　 第 ２ 流 路
　 １ ０ 　 　 圧 縮 機
　 １ １ 　 　 膨 張 弁
　 １ ３ 　 　 蒸 発 器
　 １ ５ 　 　 ヒ ー ト ポ ン プ 回 路
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　 ２ ０ 　 　 熱 交 換 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 14日 (2005.3.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 装 置 に よ っ て 給 湯 水 の 加 熱 を 行 う 場 合 、 ま ず 、 蒸 発 器 １
３ に お い て 、 送 風 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） に よ り 大 気 熱 を 集 熱 し 、 そ の 蒸 発 器 １ ３ の 内 部 を 流
れ る 冷 媒 を 蒸 発 ガ ス 化 さ せ る 。 こ の 冷 媒 は ア キ ュ ー ム レ ー タ １ ４ を 介 し て 圧 縮 機 １ ０ に 吸
引 さ れ 、 ２ 段 圧 縮 さ れ て 、 高 温 高 圧 の 冷 媒 と し て の 上 流 で 複 数 に 並 列 分 流 さ れ
て 第 １ 流 路 ２ Ａ 、 ２ Ａ に 送 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の と き 、 複 数 の 第 １ 流 路 ２ Ａ 、 ２ Ａ を 流 れ る 高 温 高 圧 の 冷 媒 は 、 第 １ 伝 熱 管 ２ 、 ２ を
介 し て 、 そ れ ら の 上 下 に 位 置 す る 第 ２ 流 路 ３ Ａ 、 ３ Ａ を 流 れ る 低 温 低 圧 の 水 と 熱 交 換 を 行
う 。 そ し て 、 低 温 の 給 湯 用 の 水 は 、 第 ２ 流 路 ３ Ａ を 流 れ る 間 に 、 高 温 の 冷 媒 か ら 熱 を 受 け
て 高 温 の 湯 と な り 、 貯 湯 上 部 に 戻 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 熱 交 換 器 １ で 放 熱 し た 冷 媒 は 、 膨 張 弁 １ １ で 減 圧 さ れ た 後 、 キ ャ ピ ラ リ チ ュ ー ブ １ ２ 、
１ ２ で 更 に 減 圧 さ れ て 蒸 発 器 １ ３ に 流 入 す る 。 こ の 蒸 発 器 １ ３ に 流 入 し た 冷 媒 は 、 こ こ で
再 び 大 気 熱 か ら 吸 熱 し 、 再 び に 送 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 更 に 、 本 実 施 例 の 熱 交 換 器 １ を 、 少 な く と も 圧 縮 機 、 放 熱 器 、 膨 張 弁 、 蒸 発 器 か ら 構 成
さ れ る ヒ ー ト ポ ン プ 回 路 の 放 熱 器 と し て 用 い 、 第 １ 流 体 の 冷 媒 に よ り 第 ２ 流 体 の 水 を 加 熱
す る も の と し 、 熱 交 換 効 率 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 信 頼 性 に 優 れ た 本 発 明 の 熱 交 換 器 を 用 い
こ と に よ り 、 ヒ ー ト ポ ン プ 式 給 湯 機 装 置 の 高 効 率 化 と 信 頼 性 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る
。 特 に 第 １ 流 体 と し て の 冷 媒 が 二 酸 化 酸 素 を 含 む 自 然 冷 媒 で あ り 、 こ の 自 然 冷 媒 の 高 圧 を
臨 界 圧 力 以 上 と し て な る も の と す る と 、 熱 交 換 器 １ を 流 れ る 第 １ 流 体 で あ る 冷 媒 は 、 ２ 段
圧 の 圧 縮 機 １ ０ で 臨 界 圧 力 以 上 に 加 圧 さ れ る の で 、 第 ２ 流 体 で あ る 水 に よ り 熱 を 奪 わ れ て
温 度 低 下 し て も 凝 縮 す る こ と が な く 、 熱 交 換 器 １ の 全 領 域 に わ た っ て 冷 媒 と 水 と に 温 度 差
を 形 成 し や す く 、 一 層 高 温 度 の 湯 が 得 ら れ 、 か つ 熱 交 換 効 率 も 向 上 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 熱 交 換 器 ３ ０ の 要 部 拡 大 断 面 図 本 実 施 例 の 熱
交 換 器 の 全 体 構 成 と そ の 作 用 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た と 略 同 一 で あ る の で 、
そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 　 　 熱 交 換 器
　 ２ 　 　 　 第 １ 伝 熱 管
　 ２ Ａ 　 　 第 １ 流 路
　 ３ 　 　 　 第 ２ 伝 熱 管
　 ３ Ａ 　 　 第 ２ 流 路
　 １ ０ 　 　 圧 縮 機
　 １ １ 　 　 膨 張 弁
　 １ ３ 　 　 蒸 発 器
　 １ ５ 　 　 ヒ ー ト ポ ン プ 回 路
　 　 　 熱 交 換 器
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2006-234254 A 2006.9.7

で あ り 、
熱 交 換 器 １

３ ０


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

